
添付資料

【申請の経緯】
・２０１８年１２月２２日、インドネシアのスンダ海峡にある火山島のアナク・クラカタウの噴火に伴い津波が発生
した際、津波警報が発表されなかった。
・高浜発電所では、大津波警報が発表された後に取水路防潮ゲートを閉止する津波対策を講じており、警報
が発表されない可能性がある津波が発生した場合、引き波により海水ポンプの取水可能水位を下回るおそ
れや津波が敷地に遡上するおそれがあることから、対策を講じることとした。

津波警報が発表されない可能性のある津波への対応の概要

高浜発電所
・

３、４号機潮位計：２台

１号機潮位計：１台

＜取水路防潮ゲート正面図＞

取水の流れ

取水路防潮ゲート

・発電所構内の潮位計（全４台）のうち２台以上で
津波襲来と判断した場合、取水路防潮ゲート
閉止等の操作を実施

【申請の概要】
・基準津波として設定している「若狭海丘列付近断層と隠岐トラフ海底地すべり」による津波および「FO-A
～FO-B～熊川断層と陸上地すべり」による津波に加え、今回、新たに津波警報が発表されない可能性があ
る津波として「隠岐トラフ海底地すべり」（単独）による津波を設定する。
・１～４号機全てが運転中で取水路防潮ゲートが全て開いている時に、警報が発表されない可能性がある当
該の津波が発生した場合に備え、潮位計等の追加設置および取水路防潮ゲートの運用変更等を行う。
これに伴い、想定津波高さのうち、引き波時の水位下降側の値を変更する。
・運用変更等により、海水ポンプの取水性能への影響や敷地への遡上がないことを確認した。

若狭海丘列付近断層

約100km

現在は、２門を閉止した状
態としており、警報が発表さ
れない可能性のある津波が
発生した場合の影響はない。

２号機潮位計（新規）：１台

（津波襲来を判断する観測潮位）
・１０分以内に０．５ｍ以上下降し、その後最低潮位から１０分以内に
０．５ｍ以上上昇した場合

・１０分以内に０．５ｍ以上上昇し、その後最高潮位から１０分以内に
０．５ｍ以上下降した場合

場所 H28.4.20 原子炉設置変更許可 今回の申請 （参考）海水ポンプ取水可能水位

１号機海水ポンプ室前面 ―１．８ｍ（―２．３ｍ） ―２．１ｍ（―２．３ｍ） －３．２１ｍ

２号機海水ポンプ室前面 ―１．８ｍ（―２．３ｍ） ―２．２ｍ（―２．３ｍ） －３．２１ｍ

３、４号機海水ポンプ室前面 ―２．０ｍ（―２．４ｍ） ―３．１ｍ（―３．３ｍ） －３．５２ｍ

（ ）内の数値は、施設を設計するために基準津波の最大水位に潮位のばらつき等を考慮して保守的に設定した入力津波高さ

［想定津波高さ］ ・水位上昇側 変更なし
・水位下降側 下表の通り（下線部箇所を変更）

・発電所構外で津波を観測した場合、発電所への津波の襲来に備える対応を実施

取水路防潮ゲートの運用※

（操作）
循環水ポンプ停止→ プラント停止→ 取水路防潮ゲート閉止→ 原子炉の冷却

中央制御室間連携
用衛星電話（追設）

影響がある可能性のある津波を観測・・・取水路防潮ゲート落下機構の確認等を実施
影響がある津波を観測 ・・・敷地内潮位計での判断基準を、１０分以内に０．５ｍ以上下降（または上昇）に変更し、

取水路防潮ゲートの閉止を早期化

※申請時は津波襲来を判断する潮位変動を１ｍとしていたが、審査会合における指摘等を踏まえ０.５mに変更するとともに潮位計および衛星電話の追設や構外で津波を観測
した場合の対応を追加


